
バ セ ドウ氏病 の 甲状 腺 腫 に及 ぼ すThiouracilの

作 用 に 就 て

第2篇

実 験 的 研 究

岡山大学医学部津田外科教室(主 任　津田教授)

助 手　 小 川 新

〔昭 和28年5月10日 受 稿 〕

緒 言

1943年Astwood, Mac Kenzieら は 正 常 白

鼠にThiouracilを 投与 した ところ,基 礎 代謝

率下降 と同時 に 甲状 腺 腫 の発生 を み たが,其

の作用機序 に 関 しては組 織学 的 変化 よ り,本

剤は 甲状 腺に作 用 して そ の ホル モ ン分泌 を阻

止 し,機 能 を 低下 せ しめ るか ら代償 的 に脳 下

垂体前葉 の向 甲状腺 ホル モ ンの分泌 が増 加 し,

甲状腺腫 の発 生を み るので あ ろ うと言 つ て い

る.次 い で1944年Astwoodら はThiouacil

を投与 した動物 の 甲状 腺 は ヨー ド含 有量 が 低

下 して い る こ と を 発 見 し た.又Mixner,

 Reineke, Turner等 は 雛 に0.1% Thiourscil

又はThioureaを 投与 し, 14日 で 甲状 腺腫 大

及び体重 の増 加 を見 た. Larson, Keatingら

はThiouracilは 放 射能性 ヨー ド(I131)の 甲状

腺に集 ま る作 用 を 阻 止 す る と言 つ てい る.

 Franklin, Chakoff (1944)ら は放 射能 性 無機

ヨー ドか ら有機 ヨー ドを合 成す る甲状 腺 の作

用はThiouracil投 与 に よつ て 阻止 され る と云

い, De Robertisは 本 剤 が酸 化 酵 素 の作 用 を

阻止す ることを証 明 した.

さて私は 本剤 が 甲状腺 に如 何 に作 用 し,そ

の他 の内分泌 腺 に如何 に影響 す るか につ い て

組織 学的に 検索 した.

材料 及 び 實験 方法

試験動 物は 体重100g前 後 の雄 性 白鼠 を用

した.投 与 せ ら れ た 薬 剤 は 中 外 製 薬 の4 -

methyl-2-Thiouracil (Methiocil)を 用 いた.動

物 体重10gに 微量(0.1mg),中 等 量(1mg),

大量(10mg)の3群 に分 け て実験 した.又 対

照 として 甲状腺 製 剤Thyradin注 射液(帝 国

臟器製)を 用 い,体 重10g毎 に0.1mgの 薬局

法乾 燥 甲状腺 末 を 含有す る如 くした.投 与 期

間 は短 い ものは3日 か ら最長9週 間 で あ る.

毎週1回 試 験 動 物 の体重 を 測定 し,心 臟 穿剌

に よ り屠 殺後,甲 状 腺,胸 腺,副 腎 等 の重 さ

を測定 した.

標 本 は す べ てZenker氏 液 で 固 定 後,パ ラ

フ ィ ン 包 埋 を な し, 4～6μ で 切 り, Hemato-

xylinerinで 二 重 染 色 し た .

第1章　 甲 状 腺

第1節　 甲状腺の重量

白鼠甲状腺の重量(第1表)

私はMethiocil投 与 群 の 甲 状 腺 重 量 を,

 MethiocilとThyradinと の 同 時 投 与 群 及び

Thyradin単 独 投与群 と比 較 検 討 した.す な

わ ち表1の 如 く対 照 白 鼠8匹 の 平 均 重 量 は

14, 6mgで 大 体10mg～20mgの 範 囲 に あ るが,

 Methiocil投 与 群12例 の平均 重量 は30.3mg

で 正常 の約2倍 の重 さ となつ てい る.而 して
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Methiocilの 投与期間は大体3週 ～9週 であ り,

 12例 中7例 の微量投与群は平均28.4mgで,

 5例 の中等量 投与 群 は 平 均32.8mgで あつ

た. Thyradin単 独投与 の平均は20.2mgで,

 ThyradinとMethiocilと の 単 独 投与 は平 均

25.0mgで あ るか ら,同 時 投 与 群 の 方 が

Thyradin単 独投与群 よりは重い ことになる.

すなわちThyradinはMethiocilに よ る甲状

腺腫大 を阻止す るように〓 くわけである.以

上要 す るに, Methiocil投 与時に 甲状 腺 腫 大

がお こり重量が増 して くることは諸家の言 う

ご とくである.

第2節　 Methiocil投 与に よる

組織 的変化

(1) 大量投与群(4例)

全例共注射第1～ 第2日 目には 中毒死 した.

組織的所見,大 きな濾胞のみ少 し形を残 し

てい るのみで,大 部 分は崩壊 している.間 質

には出血が見 られ る.

(2) 中等量投与群(12例)

(イ) 短期間投与群(3日, 4例)

組織的所見,大 体全 例において著変を認め

ない.す なわち周辺 にはや ゝ淡い コロイ ドを

充たす 中等大 の濾胞 があ り,中 心部 には多数

の小型の濾胞が並んでいる.上 皮細胞の高 さ

は正常で胞体及び核に変化を認めない.

(ロ) 2週 間投与群(4例)

組織的所見,一 般 に濾胞 の形は 甚だ不規則

とな り,コ ロイ ドは好塩 基性を失 い,淡 く染

りその量 も減少 している.空 泡 及び網状構造

が一部 に於て見られ る.上 皮細胞は円柱状に

高 くな り増殖 している.核 は胞体の基部に近

く位置 し,可 成 り腫大す るも核素に乏 しい.

(ハ) 5週 間投与群(4例)

組織的所見(写 真No. 1参 照),ほ ぼ2週 投

与群 と同じで上 皮の増殖 は著 明で ある.コ ロ

イ ドは周辺では濃 いが,中 心部では淡染 し,

減少又は缺如 してい る.空 泡 及び網状構造が

ある.間 質 結締織は良 く発達 している.血 管

は強 く拡大 し内に赤血 球の充盈 を見 る.内 被

細胞 は増殖 し,エ オジン好性細胞が多数に見

られ る.

(3) 微量投与群(12例)

(イ) 短期間 投与群(3日, 2例)

組織的所見,濾 胞には何れ も正常の濃さの

コロイ ドが一杯つ まつてい る.濾 胞の形は周

辺 では大 きい正円形 のものが多 く,中 心部で

は小 さい正円形の ものが多い.間 質結締織 も

正常 と余 り変 らない.

(ロ) 2週 間投与群(4例)

組織的所見,周 辺部に中等大の濾胞 をみる

が,中 心部に向い小 さな濾胞で埋 まつている.

コロイ ドは一般 に淡 く好塩 基性 を減 じて居

り,内 に多数 の空泡を容れてい る.間 質結締

織は よ く発達 してい る.血 管 は可成 り強 く拡

張 して赤血 球が充盈 してい る.エ オジン嗜好

白血球が多数に見 られ る.上 皮細胞は円柱状

に高 くな り,原 形質は淡染 し核は胞体基部に

近 く存 し腫大 して クロマチンに乏 しい.中 心

部の濾胞で コロイ ドが甚 しく淡 く空泡 が多数

に現れているものでは,胞 体の遊離縁は不明

になつている.要 す るに上 皮細胞 の増殖が中

等度に見られた.

(ハ) 週間投与群(6例)

組織的所見,凡 ての例において小濾胞形成

及び乳嘴増殖が見られた.コ ロイ ドは周辺部

の濾胞に僅かに存す るが,他 には 殆 ん どな

い.上 皮細胞は高 く肥大 し,原 形質は淡染し

ている.核 は胞体基部 に近づき腫大 している

が,ク ロマチンに乏 し くなつてい る.血 管は

良 く発達 していて,毛 細管 も赤血球で充盈 し

てい るものが多い.

小 括 及 び 考 按

Methiocil大 量投与群 に於いては,そ の 中

毒作用のために濾胞 の崩壊がつ よく,退 行変

性は遂に壊死に至 るものであるが,中 等量2

週 ～5週 の投与 では其の投与期間に平行して

上皮の増殖,コ ロイ ドの減少が著 明になつて

い る.而 して これ等の増殖像は微量2週 ～5

週 よりは著明であるか ら,投 与期間及び投与

量 に平行に増殖の強 さを増 しているわけであ

る. Wangensteinは1929年, Kretie及 び甲

状腺腫 に於 て,巨 大毛細管の発生を見,こ れ
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は甲腺状 機能 低 下状 態 に対 す る代償 的 な もの

であろ うと言 い,稲 葉 氏は これ を大 量投 与群

に認め てい るが,私 は 中等量 及 び微 量投 与群

にお いて毛細管 の著 明 な拡張 を見 た.又Tho

mas (1945)の い うご と く,内 皮細胞 の増殖 も

見た.

又興味 あ る こ とは 中等 量 及び 微量5週 投与

によつ て間質 結締 織 に エ オ ジン嗜 好細 胞 の 多

数出現 をみ た ことで あ る.

第3節　 MethiocilとThyradinと 同時

投与 の際 の変化

(1) Methiocil中 等量 及びThyradin併 用例

(2週4例)

組織 的変化;全 例に於 いて その組 織 像は,

 Methiocilの 中等 量2週 投与 と殆 ん ど異 らな

い.す なわ ちMethiocilに よ る増 殖 が主 で,

 Thyradinに よる影 響 は非 常 に少 い .な お5

週間 の併 用例 に於 て も同 様 で あ る.

(2) Methiocil微 量 及 びThyradin併 用例

(2週4例)

組織 的変化;周 辺部 には,二 三 の大 きな

濾胞が あ る.中 心部 に は 中等大 ～小 型 の もの

が多い. Methiocil単 独 投 与 例 と比較 す るに,

コロイ ドは 周辺部 に おい て
,や ゝ濃 い ものが

多い.中 心部 に行 くに従 い淡 く少 くな り,コ

ロイ ドを缺如 した濾胞 が多 い .上 皮細胞 は 円

柱状 に高 くな つて い るが,核 の大 きさは 余 り

変らない.ク ロマチ ンは.大体 正常 程 度 に存 し,

その位置 は基部 に近 づ いてい な い .

(3) Methiocil微 量 及 びThyradin併 用 例

(5週4例)

組織的変化: Methiocil単 独 投与 例 と比較

するに併 用例 に於 ては コロイ ドが 稍 々多 くな

つてい る.上 皮細胞 の増殖 は ほ ぼ尚同程 度 で あ

る.要 す るに併 用例 に於 いて は , Thyradinが

Methiocilに よ る組 織 的 変化 す なわ ち増 殖 像

を抑制 して い る事 が わか る.特 に2週 間 中等

量投 与 例に於 いて 著 明 で あ つ た. Thyradin

とMethiocilと は 甲状 腺 に対 し互 に 拮 抗 的 に

功 くわけ であ る.

第2章　 胎 下 垂 体

脳 下垂体 と甲状 腺 との関係 につ い ては,幾

多 の研 究が発 表 され て い る. Rogwitshは 家 兎

の 甲状腺 の全 摘 出後 に脳 下 垂体 の肥大 を み た.

 Houssayに 依れ ば 甲状 腺亜全 切 除 後 に起 る残

存 甲状 腺 の代償 性 肥大 は脳 下 垂体 がな けれ ば

起 らない と言 い, Aroneは 甲状 腺 ホルモ ンは

脳 下垂体 の 向 甲状 腺 ホル モ ンの 〓力を 抑制 す る

といつ てい る. Krausは バ セ ドウ氏 病 患者 に

於 て脳 下 垂体 前葉 の著 明 な退 行変 性 を認 めた.

 Astwood, Mac Kenzie (1944)等 は 正 常 鼠 に

Thiouracilを 投 与 して脳 下垂 体 前 葉 に於 け る

β細 胞 の増 殖 を認 め たが,そ れ は 甲状 腺切 除

後 又 は あぶ らな の実 の投与 後 に 見 られ る変 化

と似 た もの で恐 ら くThiouracilに よつ て 甲状

腺 ホル モ ンの 分泌 が 阻止 され るため に,代 償

性 に前葉 の機能 亢進 が お こ り,向 甲状 腺 ホル

モ ンが 多量 に分泌 され るので あ ろ う と言 つ た.

 Dalton, Moris,及 びDubnik (1950)は α-細

胞 の大 部 分は 本剤 投与5週 で原 形質 のDegra

nulationが 部分的 に起 るが, 42週 位 では原 形

質 は殆 ん どな くな つ て,核 の まわ りに狭 い輪

縁 だけ と な る と言 い, Griesbach, Durvesは

甲状 腺腫 原 物質(あ ぶ らな の実)を 投与 す る

こ とに 依 つ てThyroidectomy basophilesが 非

常 に よ くあ らわ れ る と言 うが, Dalton (1950).

等 は非 常 に長 期 にわ た り投与 した時 に稀 に 出

現 をみ る もので あ る と言 つ てい る.

實 験 成 績

(1) 正常 白鼠 群(16匹)　 正常 雄 性 白鼠 の

脳 下 垂体前 葉 に於 け る α 細胞,β 細胞,主 細

胞 の百 分率 に つ いては,幾 多の研 究 が発表 せ

られ て い る. Nukariva (1926)は α 細 胞 は

31.4%,β 細 胞 は8.1%,主 細 胞 は54.5%,

と言 い, Nelson (1935)は α 細胞49.8%,

β 細 胞8.1%,主 細胞42.1%と 言 つ て い る.

而 して私 の例 に お いて は平 均 値 は α 細胞 は

40.8%,β 細胞 は10.8%,主 細 胞 は48.4%

となつ て い る.

(2) 微量2週 投与群(4例)
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α 細 胞は 稍 々腫 大 して い る.β 細 胞 も殆 ん

ど変 化 が ない.そ の百 分率 は α 細 胞36.4%,

β 細 胞8.6%,主 細 胞55.3%と なつ て著 変

は な い.

(3) 微量5週 投与 群(6例)

α 細胞 の原 形質 は狭 くな つ てい る もの あ り,

核 は や ゝ濃縮 して濃 く染 つ て い る.β 細 胞 に

著 変 を認 め な い.主 細 胞は胞 体 腫大 して増 殖

してい る.そ の百 分 率 は α 細 胞31.4%,β

細 胞7.0%,主 細 胞61.7%と なつ て 主 細 胞

が 増 してい る.

(4) 中等 量2週 投与 群(4例)

α 細 胞 は 一部 顆 粒減 少 を きた せ る もの あ る

も,大 部 分は 正常 で あ る.β 細 胞 は腫 大 して

い るが, Thyroidectomy Basophilesは 見 られ

な い.主 細 胞は核 が や ゝ大 き くな り,ク ロマ

チ ンに乏 しい.百 分率 は α 細 胞 は26.3%,

β 細 胞 は8.3%,主 細 胞 は65.4%と な つ て,

α 細 胞 は明 らか に減 少 して居 り,主 細胞 は 増

して い るが,β 細胞 は 余 りか わ らな い.

(5) 中等 量5週 投 与群(4例)

α 細胞 は原 形質 が狭 くなつ て,萎 縮 せ る核

の まわ りに僅 か に原 形質 を残 して い る ものが

多 い.百 分 率 は30%で あ るか ら,著 明 に 減

少 してい るわけ で あ る.

β 細 胞 は 単 一 の 大 き な 空 泡 を 有 す る

Thyroidectomy Basophiles及 び 去 勢 時 に 見 ら

れ る と い う所 謂Signet-ring cellを 認 め た,

(Na. 2参 照)又 一般 に β 細胞 は腫 大 が 著 明

で あ る.其 の百 分 率 は15%で 正常 よ りは 多

くなつ て い る.主 細 胞 は一般 に核 は小 さ くな

り,萎 縮 して い る.百 分 率 は55%で あ るか

らや ゝ多い.

小 括 及 び 考 按

微量5週 投与 群 で は α 細 胞 の原 形 質 顆 粒

が 減少 して い るが,β 細 胞 には著 変 を見 ない.

中等量2週 投 与群 で も α 細 胞 の退 行 萎 縮 と

数 の減少 を み たが,β 細胞 には著 変 を見 なか

つ た.然 るに 中等量5週 投与 群 に お いて は,

 Thyroidectomy Basopkilesが 現 われ,之 れ と

共 に去勢 時 に 見 られ る とい うSignet-ringの 空

泡を もつた β 細胞 の出現を見た事は興 味 深

い と云わねばならない. Astwood, Mac Kenzie

等は β細胞 の増殖を認めは したが, Thyroide

ctomy-cellに つ い ては述べ でいない. Dalton

らは二十 日鼠 に12週 以上Thiouracilを 投与

した ものにのみ時折 り見 られ ると云 うが,そ

の β 細胞 の空泡 は多発性で小 さい もの或は

単一で大 きな ものがあつた と云つている.私

は中等量5週 投与 群に於てか ゝる所 見 を得

た.依 つてThiouracilを 投与 すれ ば脳 下 垂

体前葉,就 中 β 細胞 の増 殖 に よつて向甲状

腺 ホルモンが多量 に分泌せ られ ることにな り

甲状腺の腫大を きたす もの と言 える.

第3章　 副 腎

(1) 微量2週 投与群(4例)

被 膜は大体正常であるが,皮 質 は多少薄 く

なつている.毬 状層 と束状層との境界は明瞭

である.束 状層の厚 さは明らかに薄 くなつて

いる.髓 質の断面の大 きさは正常 よりは大で

あるが,髓 質 細胞は充実 していない.

(2) 微量5週 投与群(6例)

この副腎は肉眼的に も明らかに萎縮がみ ら

れた.被 膜は皺襞形成のために却つて厚 く見

えるが,皮 質は著明に薄 くなつて萎縮が著明

であ る.網 状層から髓 質にかけて赤血球が散

在 しているが,髓 質静脈は殆んどない.髓 質

は著 しく小 さ くな り,髓 質細胞の胞体は核 と

共に腫大 しているが,充 実せず明 らかに退行

変性を思わ しめる.

(3) 中等量2週 投与群(4例)

全体 として皮質が薄い.被 膜 も稍々薄い.

皮質3層 は共に薄 い.髓 質 の断面の大 きさは

正常 よりむしろ大であるが,髓 質細胞は充実

せず,腫 大 して原 形 質,核 共に淡 染してい

る.

(4) 中等量5週 投与群(4例)

微量5週 投与群にほ ゞ一致 した所見である

(写 真No. 3参 照).被 膜は皺襞をつ くつてい

るが薄 い.皮 質は全体 として甚し く薄 くなつ

ている.髓 質細胞は腫大 しているが,核 はク

ロマチンに乏 し く,充 実 していない.
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(5) 脳下垂体前葉 エキス注射群

体重10gに1mgの 割 りに注射 したが,皮

質に著明な萎縮 と髓 質 細 胞 の腫 大 を見た.

 Methiocil投 与時に見 る所 見 と大 体一致 して

いる.

考 按

Baumann及 びMarineは 正常白鼠 にThio

uracilを3～4ヶ 月投与 した と ころ,副 腎の

大 きさは大体1/2と な り,皮 質3層 に 退 行 変

性を認め甲状腺ホルモンの消失に対す る代償

性の変化であろ うとした. Goldzieherは 甲状

腺切除時に副腎に萎縮を認めた.こ れに対 し

稲葉氏は皮質には変化はな くて,髓 質に萎縮

をみた と云 う.又Daltonら はThioureaを

3週 ～25週 間 投 与 した時,副 腎 皮 質3層 に

Lipoidの 減少～消失 を認 め,之 れは 脳 下垂

体に於け るACTHの 産生を間 接或は直接に

剌戟するために起つた ものであろ うと言つた.

私は脳下垂体前葉 エキスを注射 した ところ,

皮質に萎縮がお こることを認めた.従 つて皮

質3層 の萎縮は, ACTHの 過 剰 剌戟 に よる

消粍であると解釈 してよいのでは あるまいか.

又髓質に も軽度の萎縮を認 めた.

第4章　 膵 臟

(1) 微量2週 投与群(4例)

ラ氏島は一般に大 き くなつて多数 あらわれ

ている.α 細胞は正常 よ り少い.β 細胞は や

腫ゝ大 している.腺 細胞は正常であるが,間

質結締織は著 しく発達 してい る.血 管は著明

に拡大 している.

(2) 微量9週 投 与群(4例)(写 真No. 4

参照)

ラ氏島の数が多 く時 に大 きな ラ氏島が ある.

β細胞が多 く,島 に依つては殆んど β 細胞

よりなつている.β 細胞は胞体及び核 が腫大

している.之 れに反 し α 細 胞は 数が少 く萎

縮している.ラ 氏 島内毛細管の拡張あ り.間

質結締織は良 く発達 している.血 管拡張があ

る.

(3) 中等量2週 投与群(4例)

大 きな ラ氏島が多数散在 している,ラ 氏島

は腫大せ る β 細胞 で 占め られている.毛 細

管は拡張 している.間 質 の血管は拡張 してい

るが,間 質結締織その ものは余 り発達 してい

ない.

(4) 中等量5週 投与群(4例)

ラ氏島は小 さくな り,多 数にあ らわれてい

る.β 細胞は腫大 し,核 は クロマチンに乏 し

い.腺 細胞は萎縮 してい る.毛 細管は拡張 し

てい る.間 質 結 締織 は あ ま り発達 していな

い.

小 括 及 び 考 按

微量,中 等量2週 及び微量5週 投与群に共

通 に見 られ ることは,ラ 氏島の増加 と其 の大

きさの増大 であ る.而 して ラ氏島内に於 いて

は β細胞の増殖が著 明にみ られ るに対 し,

α細胞は減少 して いる.腺 細胞は大 した変化

は無いが,間 質結締織及び血管が良 く発達 し

てい る.

中等量5週 投与群に於 いては,ラ 氏島は小

さい ものが多数に散在 し,β 細胞は核がや ゝ

萎縮 し腺房はや ゝ退行 しているが,こ れは本

剤の毒性に よりラ氏島及び 腺房 細 胞 の 退 行

変性 を きたした もの と言 えよ う, Andrass,

 Kraus, Haberer, Hok, Pettavel, Piera, Kato

等は 甲状腺機能亢進症に於 いて膵臟 の ラ氏 島

の萎縮を見た と言 うが,バ セ ドウ氏病に於 い

て 糖 尿 を み る こ とは 屡 々 で あ る.而 して

Thiouracilは 上述 の如 く甲状 腺 ホルモ ンの膵

臟 内分泌に対す る抑制作用に拮抗 して,ラ 氏

島の数の増加及び増大 をきた し,β 細胞の増

殖 をきたすのであ るか ら,バ セ ドウ氏病に於

け る糖代謝を正常に導 くものと言 えよう.

第5章　 胸 腺

(1) 微量2週 投与群

腺葉 の大 きさは少 し小 さくなつてい る.基

質 の血管は拡張 している.皮 質 の胸腺細胞は

不正円形の淋巴球様 の ものが多い.細 網細胞

はかわ らない. Hassel氏 小体は 小 さい が 数

は や ゝ多い.
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(2) 微量5週 投 与 群(6例)(写 真No. 5

参照)

腺葉は小 さ くなつている.基 質 の血管は拡

張 してい る.皮 質は髓質 に比べて薄い.皮 質

の胸腺細胞は萎縮 して数 も少い.髓 質 の細網

細胞は クロマチンに乏 しい腫大 した核 を持つ

ているが,数 は少い. Hassel氏 小体は甚だ減

少 してい る.硝 子様変性をみ る小体 もある.

(3) Thyrsdin 5週 投与群(6例)

腺葉には大小種 々あ り,基 質 の血 管は拡張

している.胸 腺細胞 の核は クロマチ ンに富み

腫大 し多数つ まつた様 になつてい る. Hassel

氏小体は大 き くな り,多 数 み られ る.各 腺葉

に3～4ヶ 位ある.小 体内の細 胞 は クロマチ

ンに乏 しい.基 質にはエオジン嗜好細胞が多

い.

小 括

甲状腺剤投与例 を対照 として本剤投与例を

述べたが,本 剤投与例に於 ては,投 与量,投

与期間に応 じて萎縮 しているが, Thyradin投

与 例に於ては増殖が認 め られ る.

考 按

Gudematschは 甲状 腺 ホル モンをオ タマジ

ヤ クシに与えると,胸 腺 の肥大 を起す とい う.

又バセ ドウ氏病患者に屡 々胸腺 の肥大 をみ る

ことは周知の事実である. Marine等 によれば

甲状腺の切除は胸 腺の退化 を速めるとい うが,

抗 甲状腺 製剤Thiouracilは 胸腺 の萎 縮 を来 し

た.

結 論

私 は成 熟雄 性 白鼠 を 用 いて短 きは3日 よ り

長 きは9週 間 に 亘 り, Methiocilを 投与 し,組

織学 的 に そ の影響 を検討 した.甲 状 腺 と同 じ

く脳 下垂体,副 腎,胸 腺,膵 臟 に於 て夫 々変

化 を認 めた.

(1) 甲状 腺 は平 均 の約2倍 大 に腫大 した.

組 織学 的 には 濾胞上 皮細 胞 の著 明な増 殖,コ

ロイ ドの消失,内 皮細 胞 の増 殖,毛 細管 の拡

張 等 を見 た.而 して上 皮 の 増 殖 はThyradin

の同 時投 与 に よつ て抑制 せ られ た.

(2) 脳 下 垂体 前葉 に於 ては,α 細 胞 の減少

及 びDegranulation(原 形 質 顆 粒 の減 少)を

認 め たが,β 細 胞 は 増 殖 し, Thyroidectomy

 Basophileが 出現 し た. Signet-ring cellを 認

め た こ とは 興 味 あ る事実 で あ る.

(3) 副 腎皮質3層 に明 らか に萎 縮 を認 めた,

髓 質 に も軽 度 の萎 縮 を みた.

(4) 膵 臟 に於 ては,ラ 氏 島の増 加及 び増大

を きた し,β 細胞 の増 殖 を見 た.

(5) 胸 腺 に萎 縮 を認 めた.

擱筆するに当 り終始御懇篤 なる御指導 と御校閲を

賜つた恩師津田教授に対 し,又 種々御教示を辱うし

た病理学田部教授に対し厚 く感謝する.(本 稿は昭

和27年6月 岡山医学総会に於いて発表した.)

主要文献 は第3編 参煎のこと.

附 圖 説 明

No. 1 甲状 腺,コ ロ イ ドは 淡 染 し少 い.上 皮 の 増 殖 は 著 明 で あ る.(450倍)

No. 2 脳 下 垂 体 前 葉,β 細 胞 は腫 大 し多 くな つ て い る.所 謂Signet-ring Cellを 誌 め た.(1,000倍)

No. 3 副 腎,皮 質 は 萎 縮 して い る.髓 質 細 胞 は 腫 大 し て い る.(100倍)

No. 4 膵 臟 ラ氏 島,β 細 胞 は 多 数 あ らわ れ 腫 大 し て い る.α 細 胞 は 少 く なつ て 萎 縮 して い る.(1,000倍)

No. 5 胸 腺,皮 質 は 萎 縮 して 薄 い. Hassel氏 小 体 も少 い.(100倍)
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No. 1　 ×450

No. 2　 ×1000

No. 3　 ×100
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No. 4　 ×1000

No. 5　 ×100


